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令和７年４月

■今号20ページ　主な内容
●第65回熊本県農業コンクール大会表彰式
●石川県のＪＡ関係者・
　　ＪＡ全農大分関係者らＪＡ阿蘇を訪問・視察
●〝青壮年部の声〟を直接国政へ！ 
●女性部、外国人技能実習生らと研修会
●ＪＡ阿蘇職員「異動のお知らせ」
●「イラスト違い」正解者に抽選でプレゼント！etc.
                                 今号も話題と情報を満載！！
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令
和
７
年
１
月
28
日
、
熊
本
市
の
ホ
テ

ル
熊
本
テ
ル
サ
で
令
和
６
年
度
（
２
０
２

４
年
度
）「
第
65
回
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク

ー
ル
大
会
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
経
営
体
部
門
優
良
賞
の

大
津
裕
樹
さ
ん（
阿
蘇
市
）、
新
人
王
部
門

優
良
賞
の
井
和
久
さ
ん（
南
小
国
町
）、

地
域
農
力
部
門
優
良
賞
の
農
事
組
合
法
人

久
石
フ
ァ
ー
ム
代
表
理
事
藤
原
孝
誠
さ
ん
・

後
藤
芳
暁
さ
ん（
南
阿
蘇
村
）、
地
域
貢
献

賞
の
梅
木
正
一
さ
ん（
南
小
国
町
）に
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

『
受
賞
者
の
取
り
組
み
紹
介
』

●
大
津
裕
樹
さ
ん

　

積
極
投
資
に
よ
る
施
設
整
備
、
特
定
技

能
等
に
よ
る
労
働
力
確
保
な
ど
に
取
り
組

み
、
イ
チ
ゴ
を
大
規
模
経
営
し
、
高
い
収

益
と
所
得
を
実
現
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部

会
長
を
10
年
歴
任
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
よ
る
価
格
交
渉
、
海
外
輸
出
の
取
り
組

み
な
ど
産
地
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

●
井
　
和
久
さ
ん

　

現
在
51
棟
の
単
棟
ハ
ウ
ス
（
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
21
棟
、
ト
マ
ト
30
棟
）
を
管
理
し
、

外
国
人
技
能
実
習
生
３
人
、
パ
ー
ト
６
人

雇
用
に
よ
る
雇
用
型
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
単
価
時
期
に
多
く
出
荷
す
る
事
で

安
定
し
た
粗
収
入
を
実
現
し
、
そ
の
姿
を

地
域
に
示
し
農
業
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

●
農
事
組
合
法
人
久
石
フ
ァ
ー
ム
さ
ん

　

地
区
農
地
の
半
分
以
上
（
30 

ha
）
を
集

積
し
、
構
成
員
が
施
設
園
芸
に
専
念
で
き

る
よ
う
に
水
稲
・
麦
・
ソ
バ
・
飼
料
を
耕

作
す
る
他
、
基
幹
作
業
請
負
や
耕
畜
連
携

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
藤
原
代
表
が
経

営
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
と
協
力
し
、
農
業
農

村
体
験
や
南
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ト
レ
イ
ル
、

阿
蘇
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
な
ど
で
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。

●
梅
木
正
一
さ
ん

　

自
ら
循
環
型
農
業
を
始
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
南
小
国
町
が
基
本
構
想
に
掲
げ
る

自
然
と
調
和
し
た「
き
よ
ら
の
郷
づ
く
り
」

に
基
づ
き
、
地
域
の
有
機
農
業
者
で「
有

機
ネ
ッ
ト
き
よ
ら
」を
設
立
。
農
業
師
匠

と
し
て
、
新
規
就
農
者
に
農
業
の
喜
び
と

厳
し
さ
の
両
面
を
伝
え
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
方
法
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

第65回「熊本県農業コンクール大会表彰式」開催

「
熊
本
県
の
農
業
を
牽
引
し
国
民
の

　

食
を
支
え
る
生
産
者
を
称
え
る
」

Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
よ
り

　
　
　

３
生
産
者
、１
団
体
を
表
彰

第65回熊本県農業コンクール大会で表彰された方々。右から経営体部門優良賞の大津裕樹さん、地域貢献賞の梅木正一さん、
新人王部門優良賞の井和久さん、地域農力部門優良賞の農事組合法人久石ファームの藤原孝誠さん・後藤芳暁さん
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１
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
Ｊ
Ａ
全
農

い
し
か
わ
と
石
川
県
内
の
Ｊ
Ａ
職
員
、

能
登
農
林
総
合
事
務
所
職
員
の
皆
さ
ん
が

訪
れ
、
熊
本
地
震
か
ら
復
旧
・
復
興
し
た

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
阿
蘇
地
域
の
農

業
者
は
自
助
の
精
神
で
出
来
る
限
り
の
努

力
を
し
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
の
共
助
と
行
政
の

公
助
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
再
建
で
き
た
。

農
業
者
の
生
活
を
守
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
と
し

て
出
来
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
て
き
た
」

と
当
時
を
振
り
返
り
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
必
要

性
や
生
活
再
建
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
言

及
し
ま
し
た
。

　

ま
た
震
災
当
時
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
水
路
が

破
損
し
た
田
畑
の
作
付
け
転
換
を
関
係
機

関
と
協
議
し
て
実
現
し
た
こ
と
、
Ｊ
Ａ
施

設
を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
集
出
荷
の
簡

略
化
を
市
場
と
調
整
し
た
事
例
等
も
紹
介

し
ま
し
た
。

　

全
農
い
し
か
わ
事
業
推
進
部
の
清
水

利
男
部
長
は
「
能
登
地
域
の
再
建
に
向
け

て
協
議
会
と
し
て
尽
力
し
て
い
く
。
阿

蘇
地
域
で
の
復
旧
・
復
興
の
教
訓
を
生

か
し
て
農
業
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

し
た
い
」と
、
訪
問
の
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

写
真
上
＝
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
取
り
組
み
を
語
る
原
山
組
合
長

石
川
県
の
能
登
南
部
・
北
部

両
営
農
推
進
協
議
会
よ
り
の
視
察
団

Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
来
訪

　

３
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
に
Ｊ
Ａ
全
農

お
お
い
た
（
全
国
農
業
協
同
組
合
大
分
県

本
部
）よ
り
視
察
研
修
団
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
団
の
一
行
は
、
Ｊ
Ａ
全
農

お
お
い
た
の
他
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
の
長
野

智
幸
専
務
ら
職
員
14
名
の
方
々
で
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
が
Ｔ

Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
全
国
大
会
に
お
い
て

優
良
な
事
例
報
告
を
行
い
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
ズ
の
受
賞
を
受
け
た
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ

お
お
い
た
管
内
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
Ｔ

Ａ
Ｃ
取
り
組
み
を
取
り
入
れ
、
役
立
て
た

い
と
の
目
的
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
初
め
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
の

園
田
真
治
職
員
よ
り
、
新
規
就
農
希
望
者

が
就
農
に
至
る
ま
で
の
支
援
や
阿
蘇
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て
の
「
Ｊ
Ａ

阿
蘇
に
お
け
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
事
例
」
を

報
告
。
そ
の
後
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
金
融
部
と
の
同
行
訪
問

は
も
ち
ろ
ん
、
共
済
部
と
の
連
携
し
た
取

り
組
み
が
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

今
後
も
出
向
く
活
動
に
邁
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
、意
義
を
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
の
長
野
専
務
は
「
阿

蘇
の
特
色
を
活
か
し
た
取
り
組
み
事
例

を
持
ち
帰
り
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
で
も
普
及

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

写
真
上
＝
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
Ｊ
Ａ
阿
蘇
に
と
っ
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
と
、
活
動
状
況
を

説
明
す
る
原
山
組
合
長

Ｊ
Ａ
全
農
お
お
い
た
視
察
団
が
来
訪

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
取
り
組
み
を
研
修

　
「
意
見
交
換
会
」も
行
う
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
２
月
26
日
、
か
ね
て
よ
り
交
流
あ

る
Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
協
議
会
と
一
緒
に
両
地
域
選
出
の

国
会
議
員
へ
、
農
業
経
営
に
お
け
る
課
題
に
対
す
る
要
請
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
今
回
の
要
請
活
動
は
、
昨
今
の
農
業
情

勢
が
地
域
農
業
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
、
お
互
い
の

地
理
的
条
件
で
通
年
的
な
農
産
物
の
安
定
供
給
、
災
害
や
異

常
気
象
に
お
け
る
各
地
で
の
不
作
を
補
い
合
え
る
こ
と
等
か

ら
実
現
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
米
な
ど
農
産
物
の
合
理
的
な
価
格
転
嫁
や
消
費

者
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て
も
強
く
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
円
安
に
お
け
る
資
材
高
騰
対
策
の
他
、
担
い
手
対

策
、
地
域
の
維
持
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
て
も
青
年
農
業

者
の
声
を
届
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
の
北
野
暁
之

部
長
は
、
今
回
の
要
請
書
提
出
に
つ
い
て
「
米
の
価
格
が
高

騰
し
消
費
者
に
影
響
が
出
て
い
る
の
は
理
解
し
て
い
る
。
た

だ
、
一
度
農
業
者
の
目
線
に
も
立
っ
て
い
た
だ
き
、
農
業
者

の
苦
労
や
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
経
緯
を
消
費
者
の
方
々
に
も

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
と
Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
協
議
会
と

は
、
２
０
０
０
年
５
月
26
日
に
相
互
交
流
を
通
じ
て
営
農
技

術
の
向
上
や
農
政
へ
の
提
言
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
初
の
友
好
締
結
を
交
わ
し
25
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
締
結
後
は
互
い
の
産
地
に
出
向
き
、
技
術
の
習
得
や
農

業
経
営
に
つ
い
て
も
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
協
議
会
の
大
澤
直
弥
会
長
は
「
場

所
は
違
え
ど
同
じ
農
業
に
対
し
て
、
誇
り
高
き
青
年
の
情
熱

は
変
わ
ら
な
い
。
今
回
の
中
央
要
請
を
機
に
各
地
で
も
多
く

の
農
業
者
の
声
を
全
国
に
届
け
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
日
本
農
業
を
引
っ
張
っ
て
行
け
る

よ
う
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
協
議
会
と

両
地
域
選
出
国
会
議
員
へ
要
請
書
提
出開会挨拶をするＪＡ阿蘇青壮年部の北野暁之部長要請内容を読み上げるＪＡ阿蘇の池部奨理事

ＪＡ阿蘇青壮年部とＪＡ上川地区青年部協議会より、自由民主党国会対策委員長の坂本哲志衆議院議員（熊本県）と
藤木眞也参議院議員（熊本県）へ要請書提出の様子

「友好締結25年の節目に」青壮年部の声を直接国政へ！
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1. 価格差改定の背景
　近年、地球温暖化や環境汚染といった地球規模の問題が深刻化しており、

持続可能な農業の重要性がますます高まっています。

　本組合において、阿蘇地域の豊かな自然環境を守りながら、より安全で安心

な米を生産していくため、特別栽培米の生産拡大を目指してまいりました。

　特別栽培米は、化学肥料の使用量や農薬の使用回数を大幅に削減することで、

環境負荷を低減し、土壌の微生物を活性化させ、米本来の旨みを引き出すことを

目指した栽培方法です。

2. 価格差改定の目的
　この度、特別栽培米の生産意欲を高め、その生産量を拡大するため、政府の

支援策も踏まえ、令和７年産より特別栽培米と一般米との価格差を800円から

1,500円に引き上げることを決定いたしました。この価格差改定により、特別

栽培米の生産意欲の向上、阿蘇地域の環境保全への貢献、消費者への安全・

安心な米の供給といった効果が期待されます。

3. 現行価格差（特栽米：一般米）
　８００円　　コシヒカリ・ミルキークイーン

　６００円　　くまさんの輝き・あきげしき・ヒノヒカリ・森のくまさん

　３００円　　ひとめぼれ・くまさんの力・にこまる・いただき

4. 生産者への支援について
　価格改定に伴い、生産者の皆様には、転換期における様々な不安や課題が

あるかと存じます。

　本組合では、特別栽培米の栽培技術指導の強化、新たな販路の開拓、前渡金

支援の斡旋、フレコン助成措置の継続など、生産者の皆様を全力でサポート

してまいります。

ＪＡ阿蘇営農部

令和 7年産米 特別栽培米価格差改定について

銘柄問わず一律格差を
1俵（60ｋｇ）あたり【１,５００円へ】
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実習生の皆さんは始まる前から会話も弾み、

研修会場は歓声と笑顔に包まれた

女
性
部
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、食
中
毒
の
予
防
方
法
や

日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て
、

            

具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明
が
行
わ
れ
た

　ＪＡ阿蘇女性部は2月28日、一の宮中央支所で管内の
特定外国人・外国人技能実習生らとの研修会を開き、カ
ンボジアの実習生ら110人が参加しました。
　研修会では、女性部員が企画した食中毒予防や日本の
食文化などについて講習が行われました。
　講習後は、用意された味噌や麩、わかめなどを使った
みそ玉づくりを体験しました。
　研修会は今回で8回目となり、これまで女性部役員と
の調理実習、日本の気候を学ぶ研修、ゴミの分別方法や

生活用品の使い方など多岐にわたるテーマで開かれてい
ます。参加した実習生からは「日本の文化を知ることが
できて良かった」「同じ実習生や女性部の方と交流が出来
てとても嬉しかった。農業だけでなく日本の文化の勉強
も頑張りたい」などの感想が聞かれました。
　女性部担当の堀川美紀職員は「日本での生活が楽しい
思い出になるように、さらに貢献していきたい」と抱負
を語っていました。
　交流会は年に１～２回開催されています。

ＪＡ阿蘇女性部 外国人技能実習生らと研修会ＪＡ阿蘇女性部 外国人技能実習生らと研修会
食中毒予防や日本の食文化など伝える　💜
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令和７年度「女性部・フレッシュミズ」
新部員募集中！

ＪＡ阿蘇女性部は、料理・健康・福祉などの活動を各地域で行っています。
また、ＳＤＧｓを意識した活動（地域のゴミ拾い等）も行っています。
一緒に活動してみませんか？お気軽にお問合せください！

お問い合わせ先→お近くの支所までＪＡ阿蘇女性部

みそ玉作りを体験

　作って食べたみそ汁はとてもおいしかった！

※写真はこれまでの

　女性部活動の一コマ
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Ｊ
Ａ
阿
蘇『
県
北
地
域
企
業

               

ガ
イ
ダ
ン
ス
２
０
２
５
』に
参
加

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
１
月
24
日
行
わ
れ
た
「
県
北
地
域
企
業

ガ
イ
ダ
ン
ス
２
０
２
５
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
若
者
の
県
外
流
出
を
抑
制
し
、

県
内
就
職
率
の
向
上
と
早
期
離
職
防
止
を
図
る
た
め
、
県
北

地
域
の
高
校
２
年
生
を
対
象
に
、
地
元
企
業
の
業
務
内
容

や
魅
力
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

　

当
日
は
Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
は
じ
め
地
元
企
業
64
社
が
ブ
ー
ス

を
設
け
、
６
０
０
名
を
超
え
る
生
徒
や
教
諭
ら
が
参
加

し
ま
し
た
。
説
明
を
行
っ
た
西
村
恭
兵
職
員
は
「
少
し
で
も

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
Ｊ
Ａ
阿
蘇

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

ブ
ー
ス
前
の
高
校
生
ら
に
Ｊ
Ａ
阿
蘇
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
西
村
職
員

　阿蘇市でアスパラガスを生産している浅久野良明さん・恵美子さん

夫妻のハウスを、「女性芸人No.1決定戦 THE W 2023」で優勝した

「紅しょうが」の２人が訪れ、収穫体験や採れたてのアスパラガスを使った

料理作りをしました。浅久野さん夫妻は就農５年目でアスパラガス

約30ａを栽培しています。今年産は寒さが長引いたことで出荷が昨年より１か月ほど遅くはなりましたが、現在は

地中で栄養を蓄えた、みずみずしいアスパラガスが勢いよく生長しています。浅久野さんは「徹底した温度・栽培管理

を行ってきた。多くの方にみずみずしく味の濃いＪＡ阿蘇のアスパラガスをぜひ食べて頂きたい」とＰＲしていました。

当日収録された番組は、４月19日（土）11：00～ＴＫＵ（テレビ熊本）で放送。

（※写真はいずれも収録の様子）

表紙で紹介の生産者「浅久野さん夫妻」

ＴＫＵ（テレビ熊本）番組

『紅しょうがのがんばり屋～台』『紅しょうがのがんばり屋～台』出演出演
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生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
１
月
14
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
関
東
・
関
西
の
市
場
で
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
は
原
山
寅
雄
組
合

長
や
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会
の
綿
住
輝

部
会
長
ら
８
人
が
赴
き
、
東
京
シ
テ
ィ
青

果
や
大
果
大
阪
青
果
な
ど
を
訪
問
。
Ｊ
Ａ

阿
蘇
の
販
売
促
進
活
動
や
出
荷
販
売
計
画

な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
寒
さ

の
影
響
で
、
平
年
よ
り
1
か
月
遅
い
初
出

荷
と
な
っ
て
お
り
、
４
月
上
旬
が
出
荷
の

ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
場
関
係
者
と
の
会
合
で
原
山
組
合
長

は
「
厳
し
い
情
勢
下
で
尽
力
し
て
い
る
生

産
者
の
思
い
を
理
解
し
て
頂
き
、
販
売
促

進
や
物
価
高
に
見
合
っ
た
販
売
単
価
の
設

定
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
、
首
都
圏

や
都
市
部
市
場
へ
の
一
層
の
販
路
拡
大
を

求
め
ま
し
た
。

　

綿
住
輝
部
会
長
も
「
昨
今
の
情
勢
に
負

け
な
い
よ
う
に
、
１
本
で
も
多
く
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
出
荷
し
た
い
」と
意
気
込
み
を

述
べ
ま
し
た
。
市
場
側
か
ら
は
「
生
産
者

の
思
い
を
理
解
し
て
、
密
な
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
」な
ど
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
今
後
と
も
定
期
的
に
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
販
売
力
強
化
に

努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
３
月
４
日
、

阿
蘇
市
内
で
関
係
者
ら
約
80
人
が
出
席
し

「
令
和
７
年
産
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会

出
荷
査
定
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

綿
住
輝
部
会
長
は
開
会
挨
拶
で
「
生
産
環

境
の
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
が
、
部
会

員
一
丸
と
な
っ
て
目
標
達
成
と
な
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
こ
う
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
本
年
産
計
画
は
生
産
者
95
名

（
前
年
比
98
％
）、
栽
培
面
積
32 

・ 

６ 

ha（
同

１
０
３
％
）、
出
荷
量
８
７
０
ｔ（
同
１
１
３

％
）、
販
売
金
額
10
億
９
千
万
円（
同
１
２
０

％
）の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
同
部
会
は
、
年
々
新
規
就
農

者
の
加
入
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
若

年
層
世
代
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

部
会
で
は
今
後
と
も
生
産
力
・
販
売
力
強

化
に
重
点
的
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
２
月
、
不
要
と
な
っ
た
農

業
用
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
阿
蘇

市
の
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
施
設
敷
地
内
で

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
４
日
間
で
延
べ
７
６
８
軒
の
農

家
が
農
ポ
リ
・
ビ
ニ
ー
ル
・
シ
ー
ト
・
潅

水
チ
ュ
ー
ブ
・
肥
料
袋
・
田
植
箱
な
ど
約

80
ｔ
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

　

収
集
を
行
っ
た
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
類
・
農
業
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
）
は
４
種
類
に
分
け
ら
れ
、
委
託
業

者
に
よ
る
再
生
処
理
加
工
後
、
消
し
ゴ
ム

や
生
活
用
品
等
へ
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

持
ち
込
み
を
し
た
組
合
員
は
「
毎
年
２

度
の
回
収
を
し
て
も
ら
い
感
謝
を
し
て
い
る
。

資
材
高
騰
に
よ
り
新
規
購
入
が
厳
し
い
状

況
で
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
資
材
の
使
い

回
し
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
年
２
回
の
回
収
を
行
っ

て
お
り
、
次
回
収
集
は
８
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。（
写
真
右
＝
持
ち
込
ま
れ
た
廃
棄
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
回
収
す
る
職
員
／
２
月
25
日
撮
影
）

東京シティ青果で出荷販売計画など述べる綿住部会長

潅
水
チ
ュ
ー
ブ
･
肥
料
袋
な
ど
約
80
ｔ

農
業
用
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収

アスパラ部会出荷査定会の様子

目
標
販
売
額
10
億
９
千
万
円

ア
ス
パ
ラ
部
会
出
荷
査
定
会

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
販
促
と
高
単
価
を
訴
え

原
山
組
合
長
・
綿
住
部
会
長
ら

関
東
・
関
西
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
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　ＪＡ阿蘇小国郷生しいたけ部会は、原木生しいたけの

産地として知られる小国町で2月20日、町立小国小学校

3年生を対象に「駒打ち体験学習」の授業をしました。

　授業では駒打ち体験の前に、しいたけが自分たち

消費者の手元に届くまでの仕組みや栽培過程、生産者の

工夫、努力について学びました。

　駒打ちは直径15cmほど、長さ１ｍほどに切り分けた

クヌギ原木を用意し、１本に35個前後の穴を開け、

生徒たちは金づちで一つ一つ駒を丁寧に打ち込みました。

　小国郷生しいたけ部会の松野英一部会長は「子供たち

の作業を見ていて元気をもらった。しいたけ栽培は苦労

もあるが楽しく、やりがいのある職業ということをこれ

からの体験学習を通して伝えていきたい」と抱負を語り、

参加した小学生からは「駒打ち前は難しそうだと思った

けど、やってみたら簡単だった。原木を運んだりするの

は大変だったが、駒打ちが楽しかった」などの感想が聞

かれていました。

← 生しいたけが生産されて消費者に
　　  届くまでを学ぶ子供たち
　 生しいたけ部会皆さんの指導で、
　　　  駒打ちをする子供 ↓

駒
打
ち
、
お
も
し
ろ
く
て

と
っ
て
も
楽
し
い 

♪

子
供
た
ち
は
、
真
剣
な
表
情
で

駒
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に

　
　
　

打
ち
込
み
ま
し
た
！

小国小3年生が「駒打ち体験！」
ＪＡ阿蘇小国郷生しいたけ部会
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生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
は
２
月
27
日
、

阿
蘇
市
で
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約

50
人
が
参
加
し
て
、
令
和
６
年
産
い
ち
ご

中
間
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
Ｊ
Ａ
担
当
者
が
生
育
や
販

売
状
況
、
販
促
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
い
ち
ご
部
会
は
作
付
総
面
積

約
11 

ha
で
生
産
者
は
36
戸
。
甘
く
香
り
の

強
い
「
恋
み
の
り
」
や
「
ゆ
う
べ
に
」

「
さ
が
ほ
の
か
」
の
３
品
種
を
作
付
け
し

て
い
ま
す
。

　

販
売
金
額
は
８
億
円
、
販
売
数
量
５
０
０

ｔ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
末
ま
で
の
出
荷
状
況
は
、
数
量
約

１
７
９
ｔ
（
前
年
比
81
％
）
、
キ
ロ
当
た

り
単
価
２
４
６
４
円
（
同
１
２
７
％
）、

販
売
金
額
は
４
億
４
１
１
８
万
円
（
同

１
０
２
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
明
け
以
降
の
低
温
の
影
響
で
２
番
果

の
出
荷
が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
気
温
上
昇

に
伴
い
数
量
も
増
加
す
る
予
定
で
す
。

　

江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
気
温
上
昇
と
と

も
に
病
害
虫
防
除
の
注
意
喚
起
、
収
穫
着

色
基
準
の
周
知
を
行
い
、
春
先
の
収
量
、

品
質
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
写
真
上
＝
中
間
検
討
会
の
様
子

生
産
状
況
や
販
促
活
動
を
報
告

い
ち
ご
部
会
中
間
検
討
会
を
開
く

販
売
額
８
億
円
を
計
画
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「雪だるま」答えとプレゼント当選者5名様

   　 ＝答え＝
①奥の雪だるまの口
②男の子のマフラー
③手前の雪だるまの鼻
④木の枝
⑤右の女の子の髪

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他

イラスト違い探し「ピクニック」応募方法

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「ピクニック」

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて
応募してください。正解者の中から抽選で 4名様に
　「アスパラガス１kg セット」（写真）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 7年 5 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

日置　伸子 様
岩下エイ子 様
秋吉　　紘 様
木下　結愛 様
原田　政雄 様

（西原村）

（阿蘇市）

（西原村）

（小国町）

（南阿蘇村）
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よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

令
和
７
年
度 

新
入
職
員
紹
介

出身地：阿蘇市

趣味：ゲーム・ネット小説探し

抱負：組合員さんとコミュニケー
ションをとりながら、仕事を覚
えていきたいです。一歩ずつ力
を身に付け、地域に貢献できる
ように頑張ります。

いとう  かずま

伊藤  一真
出身地：阿蘇市

趣味：映画鑑賞・旅行

抱負：組合員さんとの会話を大切
にし、少しでもお力になれる様
に日々努力していきます。

やまもと    しょうこ

山本  祥子
出身地：小国町

趣味：マンガ・映画鑑賞

抱負：昨年10月より臨時職員と
して金融窓口で勤務していました。
まだまだ学ぶ事ばかりですが、
上司・先輩方から多くを学び、
これからの業務に活かしていき
ます。

 あなみ   ともえ

穴見　巴

出身地：阿蘇市

趣味：サウナ・ゴルフ

抱負：組合員の皆様、また
阿蘇で就農を目指す皆さん
の少しでもお役に立てるよ
うな職員になれるよう頑張
ります。

いしだ  すみえ

石田  澄恵
出身地：合志市

趣味：犬の散歩・動画鑑賞

抱負：組合員さんの為に、
自分自身でできることを探
して尽力して参ります。

みやざき しゅんすけ

宮崎  竣介
出身地：小国町

趣味：ドライブ・映画鑑賞

抱負：地域の方々と一緒に
自分自身も成長していける
よう、精進していきたい
です。

  か が   しゅんじ

加賀  俊二
出身地：合志市

趣味：魚釣り・音楽鑑賞

抱負：分からないこと、知
らないことばかりで不安が
ありますが、農業に貢献
できるよう努力していき
ます。

きよとも  だいご

清塘  大悟

穴見　　巴　　小国郷中央支所金融課金融係

伊藤　一真　　阿蘇町中央支所購買課購買係（グリーンショップやまびこ）

山本　祥子　　一の宮中央支所金融課金融係

清塘　大悟　　阿蘇町中央支所共済課共済係

宮崎　竣介　　阿蘇南中央支所共済課共済係

加賀　俊二　　小国郷中央支所購買課小国郷給油所係

石田　澄恵　　営農部中部営農センター園芸課販売係

新入職員内示名簿（令和7年 4月 1日）

氏　名 内　　示
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ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ① （令和７年４月１日発令）

氏　名 新 辞 令 旧 辞 令

渋谷　　淳　　購買部長      小国郷中央支所長

藤本　明大　　審査・債権対策室長    阿蘇南中央支所長

原田　泰平　　小国郷中央支所長    審査・債権対策室長

白川　幸生　　営農部次長兼営農企画課長   営農部次長兼営農企画課長兼畜産課長

工藤　徳義　　監査室次長     購買部次長

峯　　　崇　　購買部次長     営農部南部営農センター長

阿部　ルミ　　金融部融資推進課長    金融部金融課長

中川　慎一　　共済部普及課長兼共済推進トレーナー  阿蘇南中央支所金融課長

田代　　勝　　阿蘇南中央支所購買課長(グリーンなんごう店長) 阿蘇南中央支所購買課長(高森地区担当)

工藤　智広　　阿蘇南中央支所金融課長    総務部経理課長

安達　健太　　営農部南部営農センター長   営農部園芸課長

下田　智裕　　総務部経理課長     総務部総務人事課長

秋吉　武臣　　金融部資産推進課長    共済部普及課長兼共済推進トレーナー

福本　保裕　　阿蘇南中央支所長    阿蘇南中央支所共済課長

伊藤　照行　　営農部農産課統括課長    営農部農産課長(中部営農センター駐在)

永野　輝博　　阿蘇南中央支所購買課久木野給油所長兼南部ＬＰガスセンター所長 阿蘇南中央支所購買課南部ＬＰガスセンター所長

井野加代子　　購買部生活課長     購買部購買課購買係

今村　　至　　営農部農産課長(南部営農センター駐在)  阿蘇南中央支所購買課長(グリーンなんごう店長)

市原　孝英　　営農部南部営農センター担当課長兼園芸課指導販売係 営農部南部営農センター担当課長兼農産課農産係

工藤　智宏　　総務部総務人事課長    高森支所共済課南部地区(Ｂブロック)ＬＡ係

鎌倉　柳二　　阿蘇町中央支所金融課長代理兼融資係(融資専任渉外担当) 阿蘇町中央支所金融課長代理兼融資係

佐藤　邦博　　営農部農産課農産係    営農部農産課農産係(中部営農センター駐在)

大津　裕美　　購買部購買課購買係    阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

佐竹　寛伸　　阿蘇南中央支所購買課長代理(グリーンなんごう) 阿蘇南中央支所共済課南部地区(Ａブロック)ＬＡチーフ

山口　淳也　　阿蘇町中央支所共済課ＬＡチーフ   阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

村上　貴代　　高森支所金融共済課金融共済係兼阿蘇南中央支所金融課ＬＰＣ担当 高森支所金融共済課金融共済係

伊藤あずさ　　共済部普及課共済推進トレーナー   阿蘇町中央支所共済課ＬＡチーフ

小林　千春　　金融部資産推進課資産推進係   金融部金融課貯金融資係

後藤　辰徳　　阿蘇南中央支所共済課南部地区(Ａブロック)ＬＡ係 営農部南部営農センター園芸課主任兼指導販売係

片倉　洋平　　金融部融資推進課融資推進係   金融部金融課貯金融資係

下田麻奈美　　金融部資産推進課資産推進係   阿蘇南中央支所共済課南部地区(Ａブロック)ＬＡ係

長野　淑美　　阿蘇南中央支所共済課長    共済部普及課共済推進トレーナー(課長待遇)

河津　剛成　　営農部畜産課長(中部営農センター駐在)  営農部小国郷営農センター担当課長兼畜産課畜産係

松田　浩幸　　営農部園芸課長     営農部中部営農センター園芸課販売係長

鎗水　雅美　　小国郷中央支所共済課共済係   小国郷中央支所購買課購買係兼女性部係
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ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ② （令和７年４月１日発令）

氏　名 新 辞 令 旧 辞 令

田上　伊織　　阿蘇南中央支所共済課南部地区(Ａブロック)ＬＡ係 阿蘇南中央支所購買課購買係(グリーンなんごう)

曽我　明彦　　営農部南部営農センター農産課農産係兼地域農業再生協議会担当 阿蘇南中央支所共済課南部地区(Ａブロック)ＬＡ係

橋本健太郎　　小国郷中央支所購買課購買係   営農部中部営農センター園芸課指導販売係(アスパラ選果場)

橋本　雅貴　　阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係   営農部中部営農センター農産課農産係兼地域農業再生協議会担当

古澤　綾乃　　営農部農産課農産係    営農部農産課農産係(中部営農センター駐在)

笠野　紘希　　阿蘇南中央支所共済課南部地区(Ａブロック)ＬＡチーフ 阿蘇南中央支所共済課南部地区(Ａブロック)ＬＡ係

井　　美穂　　小国郷中央支所共済課ＬＡ係   購買部購買課購買係

渡邊　勇太　　営農部中部営農センター園芸課指導販売係(産山駐在)兼青壮年部担当 一の宮中央支所共済課ＬＡ係兼青壮年部担当

野口　梨沙　　共済部保全課保全係兼共済事務インストラクター 小国郷中央支所共済課共済係

鎗水　佳子　　小国郷中央支所購買課購買係兼女性部係  小国郷中央支所共済課ＬＡ係

中村　千春　　小国郷中央支所金融課金融係   小国郷中央支所購買課小国郷給油所係

大倉　亮輔　　営農部中部営農センター農産課農産係兼地域農業再生協議会担当 営農部中部営農センター農産課農産係兼地域農業再生協議会担当兼ＴＡＣ補佐

笠野　将志　　阿蘇南中央支所共済課南部地区(Ａブロック)ＬＡ係 阿蘇南中央支所購買課久木野給油所長

古澤　秀樹　　高森支所金融共済課金融共済係   阿蘇町中央支所購買課購買係(グリーンショップやまびこ)

穴井　敬大　　営農部中部営農センター園芸課指導販売係(アスパラ選果場) 営農部小国郷営農センター園芸課指導販売係

深山　卓実　　営農部中部営農センター農産課農産係兼地域農業再生協議会担当兼ＴＡＣ補佐 阿蘇町中央支所共済課共済係

松尾　　朋　　阿蘇南中央支所金融課金融係兼ＬＰＣ担当 高森支所金融共済課金融共済係兼阿蘇南中央支所金融課ＬＰＣ担当

甲斐　美鈴　　高森支所共済課南部地区(Ｂブロック)ＬＡ係 高森支所金融共済課金融共済係

上田　皐平　　総務部総務人事課総務人事係兼広報担当  総務部総務人事課総務人事係

平岡　優希　　一の宮中央支所共済課共済係   共済部保全課保全係兼共済事務インストラクター

秋吉　芳朗　　営農部小国郷営農センター畜産課畜産係  営農部小国郷営農センター農産課主任(精米所・茶)

佐藤　嘉孝　　営農部小国郷営農センター農産課農産係  営農部中部営農センター畜産課主任

渡邊　正代　　阿蘇南中央支所共済課共済係兼南部地区女性部統括 阿蘇南中央支所共済課共済係

福田　良亮　　阿蘇南中央支所購買課久木野給油所係  阿蘇南中央支所購買課購買係(グリーンなんごう)

伊藤　達男　　一の宮中央支所購買課購買係(一の宮グリーン)兼阿蘇中部物流センター配送係 一の宮中央支所購買課産山購買係(一の宮グリーン)

佐竹恵利菜　　高森支所金融共済課金融共済係   阿蘇南中央支所共済課共済係

加賀　萌美　　小国郷中央支所購買課小国郷給油所係  小国郷中央支所金融課金融係

谷口　実優　　営農部営農企画課営農企画係兼広報担当  営農部園芸課特販係

鶴山　　良　　阿蘇南中央支所金融課金融係   阿蘇南中央支所金融課金融係兼ＬＰＣ担当

河島　隆治　　阿蘇町中央支所購買課購買係(グリーンショップやまびこ) 一の宮中央支所購買課波野購買係(一の宮グリーン)

山口　　洋　　一の宮中央支所購買課産山購買係(一の宮グリーン)兼青壮年部担当 一の宮中央支所購買課購買係(一の宮グリーン)兼阿蘇中部物流センター配送係

村上　　廉　　阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係   営農部中部営農センター園芸課指導販売係(産山駐在)兼青壮年部担当

古澤　時矢　　阿蘇南中央支所購買課購買係(グリーンなんごう) 阿蘇南中央支所購買課久木野給油所係

稲田　薦祈　　営農部南部営農センター農産課農産係兼地域農業再生協議会担当 営農部営農企画課営農係

太田　泰知　　営農部小国郷営農センター園芸課指導販売係 小国郷中央支所購買課購買係
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和7年2月26日午後1時30分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

　1月末実績について

　１）貸出金について（案）

報告事項

　１）ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針の変更について

　２）令和6年度第4四半期）余裕金運用方針について

　３）令和6年度導入家畜等棚卸監査報告書について

　４）令和6年度決算棚卸監事監査実施要領について

　５）令和7年度監事監査計画書について

　６）令和6年度決算棚卸休業について

　　 （金融部・購買部・営農部）

　７）自主検査結果報告について（令和6年12月）

4．閉会

日時：令和7年3月27日午後1時30分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

   委員会報告（総務専門委員会・債権管理委員会・金融共済専門

   委員会・経済専門委員会）

　2月末実績について

　１）貸出金について（案）

　２）令和7年度事業計画書（案）について

　３）内部統制システム基本方針の改正について（案）

　４）信用の供与等の限度について（案）

　５）令和7年度 貸付金利率の最高限度及び借入金の最高限度に

　　 ついて（案）

　６）令和7年度小口ローン金利施策について（案）

　７）2025年度ＪＡ住宅ローン「プレミアムプラン」の取扱いに

　　 ついて（案）

　８）令和7年度余裕金運用方針及び第1四半期余裕金運用方針

　　 について（案）

　９）熊本県常例検査回答書（案）について

　10）令和6年度導入家畜等棚卸監査回答書（案）について

　11）令和7年度内部監査計画書（案）について

　12）令和7年産米出荷契約金設定について（案）　　↗

　13）役員報酬審議会答申について（案）

　14）就業規則・休業規程の改正について（案）

　15）総代定数・役員定数削減について（案）

報告事項

　１）地公体貸出について

　２）償却案件報告

　３）余裕金運用状況について（令和7年2月末）

　４）令和6年度組合員加入及び脱退状況について

　 　（令和7年2月末）

　５）自主検査結果報告について（令和7年1月）

4．閉会

日時：令和7年2月10日午後1時30分

場所：本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和6年度上期決算監事監査回答書について

　２）令和6年度導入家畜等棚卸監査報告書（案）について

　３）令和6年度決算棚卸監査実施要領（案）について

　４）令和6年度決算監事監査日程（案）について

　５）令和7年度監事監査計画書（案）について

報告事項

　①常勤監事業務報告及び会議等報告について

　②行事予定について

4．閉会

日時：令和7年3月11日午後1時30分

場所：本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和6年度決算棚卸監査実施手続きについて

　２）令和6年度内部統制システムに関する検証結果について

報告事項

　①常勤監事業務報告及び会議等報告について

　②令和7年度監事会年間計画及び監事監査等計画について

　③令和7年度内部監査計画書（案）について

　④熊本県常例検査「検査書」の交付について（通知）

　⑤行事予定について

4．閉会

■令和6年度第13回理事会

■令和6年度第14回理事会

■令和6年度第11回監事会

■令和6年度第12回監事会

● ● ●ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ （令和7年3月1日辞令） ● ● ●

小屋迫月子 蘇陽支所金融係兼女性部係蘇陽支所長代理兼金融係兼女性部係

氏　名 旧 辞 令新 辞 令



JAあそだより No.140

17

- 1 -

～阿蘇警察署からのお知らせ～

【生活安全関係】

１　「ゆっぴー安心メール」で防犯情報のチェック！ 

　　　身の回りでどのような犯罪が起きているのか、最新の防犯情報をチェックし、防犯意

識を高く持ちましょう。熊本県警察では、「ゆっぴー安心メール」で凶悪犯人の逃走

事件や不審者情報、「電話で『お金』詐欺」などの犯罪情報など最新の防犯情報を

メール（アプリ）で配信しています。是非、この機会にご登録をお願いします。 

　 

　　インストール用ＱＲコード　　　　登録用ＱＲコード 

　【ｉＰｈｏｎｅ版】 【Android 版】　　　　 　　　　　 

　 　 　 　 　　　　 　　　　　　　　　　 

２　闇バイト、副業には手を出さない！絶対だめ！ 

　　「即日即金」「ホワイト案件」など甘い言葉を用いたアルバイトの募集は闇バイトです。 

　闇バイトは犯罪です。強盗や詐欺などの実行犯として利用され、使い捨てにされます。ま

　た、ＳＮＳを悪用した副業名目で手数料を払わされたり、投資名目などの詐欺が多発し

　ています。かかわる前に一度、自己で「ネット検索」により確認したり、相談したりしてくださ

　い。 

【交通関係】　　

　令和７年春の全国交通安全運動の実施について　 

【期間】　令和７年４月６日（日）から４月１５日（火）までの１０日間 

　【交通事故ゼロを目指す日】　令和７年４月１０日（木） 

【運動重点】 

① 　こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通環境の確保と正しい

横断方法の実践　

② 　歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶やシートベルト・チャイルドシ　

 ートの適切な使用の促進

③ 　自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール　

 の遵守の徹底

　　　　　　　　熊本県警察阿蘇警察署　Ｔｅｌ ０９６７－３５－５１１０
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